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· 規約改正の凍結

　　　事実の後追いだけなら意味がない

　　　精神が書けていない・・・全員で作る→希望者すべてに門戸開放

　　　　　　　　　　　　・・・合意形成のルールが書けていない

◎　会議の進め方→合意形成のルール

　　　　自治基本条例は市民合意形成のルールそのものであるはずで、その製作にあたってそのルールが働いていないのでは、成果が危惧される
　　　　まず、そのような簡明なルールを一つづつ実践することが大切と思う

　　　　活発に意見を表明でき、それらを生かすための工夫を考える

　　　　次回全体会の冒頭で、いくつか実施可能な提案をしたい

　　　　一期の成果に関連したご批判に、この点の違和感があったものと思う

　　　　指導部の中に意見のちがいを恐れ・嫌う傾向を感じるが、ありのままのコミュニティの力と市民の英知を信頼したい
· 対話結果のフィードバック

　　　　XX日の推進委員会で始めてこの話がされた

　　　　案として、ちかく記録を策定部会に渡すことのみきまった

　　　　フィードバックがなければ行政型の宣伝と同じになってしまう

　　　　10月26日のフォーラムは双方向対話を意図する筈
　　　　メンバーが固定すると発想も固定しやすいので、実行委員会への会員の積極的参加を希望する。

